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学校選択制（希望申請） 

 

 21 世紀の新しい学校づくりをめざした「プラン２１」の一環として、社会の変化に対応

した学校教育の内容の充実と質の向上を目的に、教育現場における特色ある教育活動の展

開と個性的な学校づくりを進めつつ、子どもに適した教育を受けさせたいという保護者の

希望に沿えるよう「学校選択」を実施しています。 

 

（対象者） 

 対象者は、小・中学校の入学前の新１年生です。 

 小学校は品川区を４つのブロック（地区）に分けて、その中で入学する学校を選択でき

ます。 

 ただし、第二日野小学校・大井第一小学校については、施設の状況から受入れ枠を設け

ます。なお、受入れ枠を超えた場合、従来の通学区域以外の児童は公開で抽選行います。 

 中学校は区内全域から入学する学校を選択できます。ただし希望申請が受入れ枠を超え

た場合は、公開で抽選を行います。小・中学校とも抽選の実施と結果は、該当者にお知ら

せします。 

 

（実施方法） 

 現行の通学区域や指定校変更の制度は維持しつつ、保護者の意向を書面で確認する希望

申請を期限を定めて実施し、その申請に基づいて教育委員会は就学すべき学校の指定を行

うものです。 

 

（実施時期） 

 平成１６年度の新入学児童・生徒の希望申請は、小学校・中学校とも９月２４日(水）か

ら１０月３１日（金）まで、実施しました。 

 

 

（平成１６年度の希望申請結果） 

 小学校では、第二日野小学校、大井第一小学校については、それぞれ受け入れ枠を設け

ましたが、上回らなかったため、全員受け入れをします。 

 中学校では、東海中学校、鈴ヶ森中学校、冨士見台中学校、荏原第一中学校、荏原第三

中学校、戸越台中学校の各校で、受け入れ枠を上回りましたが、東海中学校、鈴ヶ森中学

校、冨士見台中学校、荏原第一中学校、荏原第三中学校については、受け入れ態勢整えた

ことから抽選を行わず、全員受け入れます。戸越台中学校は、施設の関係もあり、平成１

６年度も、抽選を行います 
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平成１６年度 中学校 新１年生希望申請集計表希望申請状況  

校名 
住民基本台帳に 

よる予定数 

他の学区からの 

希望数 
他の学校への希望数 

東海 133 48 23 

城南 122 20 20 

日野 160 11 47 

大崎 120 19 30 

浜川 121 10 65 

伊藤 203 17 76 

鈴ヶ森 130 47 6 

冨士見台 91 53 13 

荏原第一 140 61 14 

荏原第二 98 28 44 

荏原第三 81 59 20 

荏原第四 79 5 52 

荏原第五 150 24 24 

荏原第六 87 26 20 

戸越台 60 84 5 

平塚 88 7 51 

八潮 89 15 10 

八潮南 44 1 15 

合計 1996 535 535 
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「通学区域の弾力化」に関するアンケート結果   

  

調査の目的 

品川区では、『品川の教育改革｢プラン 21」』の一環として、平成 12 年度から実施した小学

校に加え、平成 13 年度からは中学校も学校選択を導入しました。この調査は、この学校選

択にあたり保護者の意向を把握し、今後の特色ある学校づくりなどの参考とするため行っ

たものです。 

 

調査の対象 

（１）小学校 1 年生の保護者 

（２）中学校 1 年生の保護者および生徒（平成 15 年度中学校新 1 年生該当者） 

実施時期 小学校 平成 15 年 5 月中旬 中学校平成 15 年 3 月初旬 

配布数および回収数 

（１）小学 1 年生の保護者 

   配布数 1，942 回収数 1，718 回収率 88.47％ 

（２）中学 1 年生の保護者および生徒 

   配布数 1，836 回収数 1，502 回収率 81.81％ 

アンケート詳細 中学 1 年生（保護者対象のみ抜粋） 

 回答数 回答率 

Ｑ１  ４月にお子さんはどの中学に入学しますか？ 

1 従来の指定校に入学する｡ 790 52.60% 

2 従来の指定校以外の品川区立中学校に入学する｡ 339 22.57% 

3 国立・都立・私立中学校入学する｡ 323 21.50% 

4 品川区立以外の公立中学校に入学する｡ 29 1.93% 

5 未定｡ 1 0.07% 

6 無回答 20 1.33% 

Ｑ２ どのような基準で中学校を選びましたか？（複数回答可） 

1 学校の近さや通学のしやすさを考えて 673 44.81% 

2 本人の希望を尊重して 614 40.88% 

3 地元の学校だから 430 28.63% 

4 子どもの友人関係によって 406 27.03% 
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5 学校の特色ある教育活動を考えて     266 17.71% 

5 の項目別回答 

ア 習熟度別学習 167 11.12% 

イ 小中連携教育 40 2.66% 

ウ 公開授業 44 2.93% 

エ 福祉教育 65 4.33% 

オ ふれあい教育 30 2.00% 

カ 合同部活動 29 1.93% 

キ その他 43 2.86% 

6 兄姉が通学しているから 260 17.31% 

7 高校や大学の進学を考えて 213 14.18% 

8 いじめや荒れがなく、生徒が落ちついているから 177 11.78% 

9 親・祖父母・兄弟等の出身校だから 173 11.52% 

10 学校の伝統や校風から 170 11.32% 

11 教職員の熱意やチームワークが良いから 156 10.39% 

12 スポーツ面での部活動の状況から 144 9.59% 

13 学力面を考えて 143 9.52% 

14 学校施設や設備の面から 118 7.86% 

15 指定校へ入学したくないから 83 5.53% 

16 生徒数の多い学校または少ない学校だから 73 4.86% 

17 男子校または女子校だから 27 1.80% 

18 標準服のデザインが気に入ったから 23 1.53% 

19 校則の内容を見て 7 0.47% 

20 その他 68 4.53% 

21 無回答 17 1.13% 

Ｑ３ どのような方法で学校の情報を得ましたか？（複数回答可） 
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1 学校説明会に参加して 698 46.47% 

2 知人・友人からの情報によって 628 41.81% 

3 文化祭・運動会等の学校行事を見て 352 23.44% 

4 学校パンフレットを見て 352 23.44% 

5 「品川の中学校」（教育委員会からの郵送分）を見て 331 22.04% 

6 学校公開に参加して 292 19.44% 

7 学校だよりを見て 204 13.58% 

8 インターネット・ホームページを見て 141 9.39% 

9 その他 240 15.98% 

10 無回答 58 3.86% 

 

 

(出典)品川区教育委員会 

http://www2.city. shinagawa.tokyo.jp/d/d.html 


